


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4　　　S　　6　　　7 8 9 10　li 12＄
年では，発達の度合いが外国のそれより高いのに，中学校では小学校より下降
することから，これは漢字の問題指導法の問題を含めた，日本語の読みの発
達上の蒋質である，と考えたことがある。
　眼球運動の成熟と三章理解との関係は，Gilbertの実験では，両者に高い相
関をみた。しかし，われわれが中学年までの追跡的な実験の結果からは，限球
運動の成熟と文章理解との間には，有意な桐関は，どの学年においても，高い
という結果はえていない。その相関は，眼球運動のどの技能とも，一〇．15～◎．13
という低い係数であった。しかし，それは知覚の成熟と知的なものの成熟とは
平行するものでない，とみることはともかく，実験条件の制約にもよるにちが
いない，と考えることを忘れなかった。
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要　約
　本項は読書過程の分析のうち，読書の知覚過程だけを問題にして，知的過程
の方は扱わなかった。これは読・潜の知的過程の分析研究が行なわれていないか
らという理由ではない。もちろん，知覚過程の研究にくらべて，比較的，手う
すであり，また科学性に乏しいといううらみはあるけれども，ペーパ・・一・テス
トや内雀報告による読解過程，P・G・Rによる精神電流反応の測定などによ
る研究成果は少なくない。知覚過程だけに問題をしぼったのは，われわれの分
析意図が眼球運動の実験結果にもとづいて，という立場にたったからである。
　賑：球運動の実験には，われわれは主として，◎phthalmographという眼球
運動記録装置を使用した。Tinker，　Grayなど外国における眼球運動の実験
もophthalmographを使用することが多いが，一部にはこれに類似した写
真法や，電気記録装置，また瞬間露出器による実験結果もでている。
　本項で扱った知覚過程の分析は，
　　知覚のメカニックス・眼球運動の型・眼球運動の成熟
であり，それぞれ問題点を中心に考えた。
　知覚のメカニックスは，
　　凝視と運動。知覚域・タテ読みとヨコ読み
など，基本的な問題にふれた。とくに，われわれに興味のあったことは知覚域
の問題である。従来はこの閲題を知覚域の広狭ということであげ，同一二人で
も文章の難易，活字配列によって広狭があるかのごとく考え，知覚域相互の璽
なりの存在を看過することが多かった。われわれは，知覚域の広狭は眼球運動
の成熟過程にある個人差として考えられはしても，同一個人にとって知覚域の
広狭はありえず，その重なりの深浅が文章の難易，活字配列によっておこると
考えた。そうして，知覚域の深浅をタテ読み，ヨコ読みの知覚特性とみた。
　眼球運動の型は，
　　柔軟性・パーソナリティとの関係
にふれた。限球運動に柔軟性をもつことは有能な読者たる証拠であるが，リズ
ムは必ずしも有能な読者たる条件にはならない，という一見似て非なるふたつ
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の特性をあげ，このことは現代の鼠的に応じた読みかたができることが有能な
読者であるという基本的な考えかたk結びつく。パーソナリティとの関係づけ
は，眼球運動は文字という記号刺激にたいする生活体の反応であるとみて，生
活体の反応に型があるように，二二運動にもパーソナリティと結びついたパタ
ーンがあるということに興味をもった上での参考である。
　眼球運動の成熟は，発達曲線をとりあげて，高校生あたりに第二次の発達の
スパートがあるか，ないかを問題にしたが，われわれはこの問題に直接ふれた
実験資料をもたぬため，とくに中学生で発達曲線が下降することを指摘するに
とどめた。
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